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4 3 2 1

学校・家庭・地域が連携するための情報
発信

1 20.5% 70.5% 6.8% 2.3%

3.1

学校評議員会等を活用し、提言や意見
を参考にした学校運営の推進 2 4.5% 63.6% 25.0% 4.5%

2.6

地域や関係機関と連携した安全で信頼さ
れる学校づくり

3 4.5% 72.7% 13.6% 6.8%

2.7

生徒指導方針の確認と指導体制の確立 4 6.8% 65.9% 18.2% 2.3%

2.6

5 13.6% 75.0% 11.4% 0.0%

3.0

6 13.6% 70.5% 11.4% 2.3%

2.9

7 6.8% 59.1% 25.0% 6.8%

2.6

8 20.5% 47.7% 25.0% 2.3%

2.8

職業観・勤労観の育成と進路意識の向
上 9 20.5% 65.9% 6.8% 2.3%

3.0

主体的な進路選択及び実現能力の育成 10 9.1% 59.1% 15.9% 0.0%

2.5

実践的指導力の向上 11 6.8% 59.1% 22.7% 2.3%

2.5

計画的な研修会の実施 12 6.8% 59.1% 27.3% 2.3%

2.6

社会の変化に対応した教育観の育成 13 2.3% 31.8% 59.1% 4.5%

2.3

防災・安全教育 14 4.5% 68.2% 20.5% 4.5%

2.7

地域・関係機関と連携した危機管理体制
の構築 15 2.3% 56.8% 34.1% 6.8%

2.5

施設・設備の保全 16 6.8% 63.6% 18.2% 11.4%

2.7

教職員の資
質の向上と
実践的指導
力の向上

授業公開や研究授業の実施、シラバスの作
成等による魅力ある授業づくりに取り組む体
制を整え、全教職員が指導力向上に努め
る。

危機管理・進路・教務・生徒指導・保健関係
等の校内職員研修を計画的に実施し、教職
員の資質・能力を高める。

職員が保護者や地域住民の要望や意見を
把握し、社会の変化や地域の要望に対応で
きるよう能力を高める。

事前の安全
対策と危機
管理体制の
確立

「危機管理マニュアル」を作成し、役割分担
の確認、事前の安全管理の徹底及び危機
管理体制を確立する。

地域・関係機関との連携を密にし、危機管
理体制及び協力関係を築く。

教室をはじめ体育館、グラウンド等各施設を
整備し、安全性の確保と学習環境の整備を
する。

心の通い合う生活指導を目的として定め、
家庭と密接な連携を図りながら生徒指導を
行う。

個人面談の実施やキャンパスカウンセラー
による教育相談を活用し、生徒の内面理解
を図る指導法を確立し展開する。

進路指導

進路指導体制の充実

３年間を見据えた進路計画を確立し、「進路
のしおり」を基に全職員による進路指導体制
を充実させる。

定期的進路ガイダンスをはじめ、生徒の進
路相談に適切に対応するため、個人面談等
を充実させる。

生徒の将来の進路を見据えたキャリアガイダ
ンスを充実させる。また、生徒の職業観・勤
労観を育成するため外部講師による進路講
演会等を企画・実施する。

ＨＲや学年集会、「総合的な学習の時間」な
どで、生徒に自らの在り方、生き方を主体的
に考えさせることで、進路を実現するための
能力を身につける。

評　　価　(%)
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信頼され地
域とともに生
きる学校づ
くり

本校の特色と取り組みを積極的に広報する
ために、ホームページや学年通信等を通じ
て情報発信を行う。

前年度の学校評価結果や学校評議員会、
育友会等で得た意見・提言を参考にし、きめ
細かな学校運営を行う。

地域や近隣の学校、関係諸機関との連携を
図り、講師を招聘したり情報を共有し、地域
に信頼され愛される学校運営を行う。

心の通い合
う生徒指導
＝心の通い
合う明るい
学校づくり

年度当初に生徒指導方針を確認し、全職員
で生徒指導に取り組む体制を確立する。

生徒の内面理解と心の通い合う指導方
法の確立

（１） 一人一人の個性や自主性を伸ばすとともに、規律ある生活習慣、自律性、責任感を育成する。
　
（２） 「生涯を通じて自ら学ぶ姿勢」の確立を図り、基礎学力と応用力の充実を目指す。
 
（３） 部活動、学校行事等への積極的参加を通じ、人格の陶冶と人間性の涵養をはかるとともに生きる
力を育む。

（４） 一人一人が自己を正しく理解し、自らの意志で進路を選択決定し、社会的な自己実現ができるよ
うな能力、態度を身につけさせる。

　校訓を基に教育目標の具現化を図るため、生命の尊厳と人間的なふれあいを基盤とした教育活動を展開する。
　創立５０年の伝統をいかし、学校として新たな飛躍をめざして、家庭や地域の期待に応える「活力ある明るい学校づくり」に努める。

平均

　　　　　　　　　　　　　       平成27年度　学校自己評価シート    　　　　　　　     　 平成２８年３月１０日

                                                                                         　　　　　　　　　　　　県立宝塚高等学校  学校評価委員会

　校訓
　　  「剛健中正」・・・身も心も健やかであれ！
　　　「誠意正心」・・・正しい心で何事にも一生懸命であれ！
　　　「明朗闊達」・・・明るく活発にリードをとれ！

  教育理念
　　　「人づくりの県宝」
　　～学校の魅力づくりは、一人一人の魅力づくりから～

    　　　　　　4・・よくできた　　　　3・・できた　　　　2・・あまりできなかった　　　　1・・できなかった

領
域
評価の観点 評価項目 実　　践　　目　　標



17 20.5% 61.4% 11.4% 0.0%

2.9

18 9.1% 52.3% 29.5% 2.3%

2.5

育友会活動
との連携

学校と育友会の協力体制の確立 19 11.4% 63.6% 18.2% 0.0%

2.7

学力の向上 学力向上への工夫と実践 20 4.5% 38.6% 45.5% 0.0%

2.3

各教科の取
り組み

各教科の工夫と実践 21 2.3% 38.6% 47.7% 2.3%

2.2

総合的な学
習の時間

内容の工夫と進路指導との連携 22 6.8% 43.2% 38.6% 0.0%

2.3

23 11.4% 63.6% 11.4% 2.3%

2.6

24 9.1% 61.4% 22.7% 2.3%

2.7

特別活動 生徒の自主・自律の精神を育む 25 18.2% 50.0% 22.7% 0.0%

2.7

人権教育
互いを思いやり尊重し、命や人権を大切
にする心の涵養 26 2.3% 54.5% 25.0% 9.1%

2.3

環境・福祉
教育

共に生きる社会の構築や環境を守ること
への理解を深める指導の推進 27 0.0% 50.0% 38.6% 4.5%

2.3

特色類型における教育課程上の工夫改
善 28 0.0% 36.4% 45.5% 6.8%

2.1

中高連携強化 29 4.5% 43.2% 38.6% 6.8%

2.3

地域貢献事業の充実 30 2.3% 45.5% 38.6% 4.5%

2.3

国際交流活動の推進 31 13.6% 65.9% 11.4% 0.0%

2.8

地域の中学校と定期的に連絡会を実施し、
情報交換や連携を深める。学習活動や部活
動での交流を図る。

「福祉・ボランティア活動」の実践と地域環境
整備の実践を通して、地域に本校の取組み
を積極的にアピールする。

国際交流活動を積極的に推進し、生徒の国
際的視野の拡大を図る。

教
　
育
　
課
　
程 個に応じた

学習指導の
在り方

指導形態・方法の工夫

生徒の多様化が進む中、習熟度別授業や
少人数指導を積極的に導入し、基礎基本の
確実な定着と学力差への対応を図る。

シラバスや年間指導計画を作成し、生徒が
自ら、関心・興味を持って、授業選択が出来
るようにする。

課
　
題
　
教
　
育

３年間を通して計画的に人権ＬＨＲを実施す
る。また、特別支援学校との連携事業を実施
するなど、生徒の人権意識を高揚させるた
めに適切な人権教育を行う。

福祉施設との交流や奉仕活動を通して、生
徒の福祉に対する関心を高める。また、日常
の清掃活動や地域の清掃活動を通して環
境教育を行う。

学校の特色
化

平成２２年度に導入した探究類型について、
生じた課題を精査し、工夫改善する。平成２
７年度入学生からの新類型について充実・
発展させる。

生徒会主催の行事を実施し、計画・立案・実
行を責任をもって行わせ、リーダーシップの
養成と生徒の自主・自律の精神を育む。

学
校
運
営

学校運営全
般

学年及び部の円滑な運営

教育目標の具現化のため、各部・学年の重
点目標と具体的な取組みを計画的に推進
する。

全職員が個々の分掌を意欲的に責任を
持って遂行することで、「人づくり」に一丸と
なった教職員体制をつくる。

保護者に学校行事への参加や授業参観を
呼びかけ、学校の取組みを理解していただ
くとともに支援と協力体制を確立する。

公開授業週間の実施や授業評価をし、指導
技術の向上を図る。

公開授業や研究授業を通して、積極的に効
果的な指導方法を研究する。

進路指導と連携した「総合的な学習の時間」
の実践について、内容の充実を図り、生徒
の主体的に学ぶ意欲を向上させる。


